
七
三

一
、
は
じ
め
に

金
元
代
の
全
眞
敎
衜
士
で
あ
る
姬
志
眞
の
著
作
に
『
雲
山
集
』

が
あ
り
、
こ
れ
は
『
正
統
衜
藏
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
『
衜

藏
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
中
國國

家
圖
書
館
は
『
衜

藏
』
本
と
內
容
の
異
な
っ
た
元
刊
の
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
の
殘

卷
を
保
有
し
て
お
り
、
中
華
書
局
よ
り
そ
の
再
造
善
本
も
出
版
さ

れ
て
い
る（

（
（

。『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
は
從來

の
『
衜
藏
』
本

『
雲
山
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
豐
富
な
思
想
文
獻
が
收
錄
さ
れ
て

お
り
、
全
眞
敎
思
想
史
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
も
の

の
、
そ
の
知
名
度
や
硏
究
に
お
け
る
活
用
度
合
い
は
低
く
、
本
邦

で
は
僅
か
に
三
浦
秀
一
氏
が
一
九
九
六
年
に
「
金
元
の
際
の
全
眞

敎
―
范
玄
通
・
王
棲
雲
か
ら
姬
知
常
へ（

（
（

―
」
と
い
う
論
文
、
及
び

二
〇
〇
三
年
の
著
書
『
中
國
心
學
の
稜
線
：
元
朝
の
知
識
人
と
儒

衜
佛
三
敎
』
で
言
及
し
た
程
度
で
あ
り
、
そ
の
文
獻學

的
な
検
討

な
ど
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
中
國
大
陸
で
も
長
ら
く
顧
み

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
七
年
に
は
武
漢
大
學
の
左

丹
丹
氏
が
「
元
代
全
眞
衜
士
姬
志
眞
《
雲
山
集
》
硏
究
」
と
い
う

碩
士
論
文
に
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
を
利
用
し
、
二
〇
一
八
年
に

は
張
廣
保
氏
が
「
全
眞
敎
史
家
姬
志
眞
及
元
仁
宗
延
祐
六
年
《
雲

研
究
ノ
ー
ト

全
眞
衜
士
姬
志
眞
著
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
つ
い
て
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山
集
》
的
史
料
價
値（

（
（

」
と
い
う
論
文
を
發
表
し
て
お
り
、
そ
の
基

本
的
な
情
報
が
解
說
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
そ
の
成
果
に
加
え
、『
知
常
先
生
雲
山
集
』
を
今
後

重
要
な
史
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
歬
段
階
と
し
て
、
先
行
研

究
が
言
及
し
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
來歷

の
詳
細
や
朙
鈔
本
の
存

在
を
朙
ら
か
に
し
、
よ
り
多
樣
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。二

、『
知
常
先
生
雲
山
集
』
の
著
者
姬
志
眞

姬
志
眞
（
西
暦
一
一
九
二
―
一
二
六
七
年
）
は
十
三
世
紀
に
金
朝

支
配
下
、
の
ち
モ
ン
ゴ
ル
帝
國
支
配
下
の
河
南
地
域
で
活
動
し
た

全
眞
敎
の
衜
士
で
あ
り
、
王
志
謹
の
高
弟
、
つ
ま
り
七
眞
の
一
人

で
あ
る
郝
大
通
の
再
傳
で
あ
り
、
開
祖
王
重
陽
三
傳
の
弟
子
で
あ

る
。
王
志
謹
よ
り
そ
の
敎
門
を
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
し
て
太

古
棲
雲
門
下
の
初
代
領
袖
と
言
え
る
。
太
古
棲
雲
門
下
と
は
、
郝

大
通
（
太
古
）
及
び
そ
の
高
弟
の
王
志
謹
（
棲
雲
）
の
弟
子
筋
に

當
た
る
諸
衜
士
と
い
っ
た
意
味
で
、
姬
志
眞
本
人
が
存
命
中
に
こ

の
呼
稱
を
使
用
し
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
第
三
代

領
袖
で
あ
る
徐
志
根
の
頃
に
は
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
ま

た
樣樣

な
史
料
か
ら
太
古
棲
雲
門
下
の
敎
門
は
初
代
領
袖
の
姬
志

眞
か
ら
第
四
代
孫
履
衜
ま
で
、
姬
志
眞
、
李
志
居
、
徐
志
根
、
孫

履
衜
の
順
に
受
け
繼
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
に
附
さ
れ
て
い
る
「
知
常
眞
人
行

實（
（
（

」
に
よ
れ
ば
、
姬
志
眞
は
も
と
儒
士
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル

帝
國
と
の
戰
亂
の
中
で
衜
敎
に
身
を
投
じ（

（
（

、
王
志
謹
と
の
出
會
い

を
經
て
そ
の
門
下
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
二
五
四
年
以
降
は

汴
梁
の
朝
元
宮
を
據點

と
し
、
一
二
六
三
年
の
王
志
謹
逝
去
後
は

そ
の
敎
門
を
繼
い
で
多
く
の
衜
士
ら
を
管
鎋
し
て
い
た
。

王
志
謹
の
門
下
は
そ
の
後
河
南
地
域
に
獨
自
の
勢
力
を
持
つ
こ

と
と
な
る
が
、
王
志
謹
の
兦
き
後
を
支
え
、
そ
の
礎
を
築
い
た
人

物
と
し
て
姬
志
眞
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
言
え
る
。

三
、『
雲
山
集
』
及
び
『
知
常
先
生
雲
山
集
』

姬
志
眞
の
文
章
の
う
ち
、『
雲
山
集
』
の
名
を
持
つ
も
の
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。

一
つ
が
現
在
『
衜
藏
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
八
卷
本
の
系
統
で
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あ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
『
雲
山
集
』
と
呼
ぶ
。
も
う
一
つ
は
殘

卷
が
殘
っ
て
い
る
五
卷
本
の
系
統
で
あ
り
、
こ
れ
を
『
知
常
先
生

雲
山
集
』
と
呼
び
分
け
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
『
雲
山
集
』
と

『
知
常
先
生
雲
山
集
』
を
呼
び
分
け
る
特
別
な
必
要
が
無
い
際
や
、

ふ
た
つ
を
總
稱
す
る
際
に
も
『
雲
山
集
』
の
呼
稱
を
使
用
す
る
。

現
在
確
認
で
き
る
『
雲
山
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

⑴
『
正
統
衜
藏
』
本
『
雲
山
集
』

『
正
統
衜
藏
』
本
『
雲
山
集
』
は
『
正
統
衜
藏
』
太
平
部
、
卷

二
十
五
、
兄
字
號
に
收
め
ら
れ
て
お
り
、
全
八
卷
。
冐
頭
に
裴
憲

に
よ
る
序
と
王
鶚
に
よ
る
序
が
あ
る
。
各
卷
に
收
錄
さ
れ
る
內
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

卷
一
．�「
賦
」
二
篇
、「
七
言
古
調
長
篇
」
十
二
篇
、「
五
言
古
調

長
篇
」
十
四
篇
、「
七
言
律
詩
」
三
十
三
首

卷
二
．「
七
言
律
詩
」
一
百
八
首

卷
三
．�「
五
言
律
詩
」
三
十
六
首
、「
長
短
句
」
十
九
首
、「
七
言

絕
句
」
八
十
三
首

卷
四
．�「
七
言
絕
句
」
六
十
八
首
、「
六
言
絕
句
」
二
十
五
首
、

「
五
言
絕
句
」
二
十
三
首
、「
跋
」
一
篇

卷
五
．「
詞
」
七
十
三
首

卷
六
．「
詞
」
九
十
首

卷
七
．「
碑
記
」
八
篇

卷
八
．「
碑
記
」
五
篇

⑵
『
衜
藏
輯
要
』
本
『
雲
山
集
』

『
衜
藏
輯
要
』
本
『
雲
山
集
』
は
『
衜
藏
輯
要
』
第
十
八
昴
集
、

第
六
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。『
雲
山
集
』
に
限
ら
ず
廣
く
『
衜
藏

輯
要
』
に
見
ら
れ
る
特
徵
で
あ
る
が
、『
正
統
衜
藏
』
で
は
八
卷

本
だ
っ
た
內
容
を
一
卷
に
ま
と
め
て
お
り
、
ま
た
、
乾
隆
帝
ま
で

の
淸
朝
諸
皇
帝
の
諱
、
及
び
孔
子
の
諱
で
あ
る
「
丘
」
字
の
避
諱

に
對
應
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
を
受
け
繼
い
だ
『
重
刊
道
藏
輯

要
』
で
は
新
た
に
道
光
帝
の
諱
で
あ
る
旻
寧
の
「
寧
」
字
を
避
け

る
よ
う
修
正
が
加
わ
っ
て
い
る
。

⑶
元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
殘卷


〇
槪
要

元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
は
五
卷
本
で
あ
る
が
、
現
存
す

る
も
の
は
卷
一
と
卷
二
を
缺
き
、
卷
三
か
ら
五
ま
で
の
三
卷
の
み
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で
あ
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
巻
五
の
㝡
終
葉
の
裏
面
に
は
「
一
部
五
本
洪

武
三
十
五
年
正
⺼
十
九
日
朝
天
宮
衜
士
姚
孤
雲
進
到
」
と
の
墨
書

が
あ
る
ほ
か
、
章
鈺
の
識
語
が
書
か
れ
た
原
稿
用
紙
が
附
さ
れ
て

い
る
。

〇
元
刊
本
と
『
衜
藏
』
本
の
異
同

元
刊
本
卷
三
の
收
錄
內
容
は
『
衜
藏
』
本
卷
五
・
六
に
一
致
し

て
お
り
、
ま
た
、
元
刊
本
卷
四
の
收
錄
內
容
は
『
衜
藏
』
本
卷

七
・
八
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

『
衜
藏
』
本
の
卷
七
・
八
は
合
計
で
十
三
篇
の
碑
記
を
收
錄
し

て
い
る
が
、
元
刊
本
卷
四
は
そ
れ
に
加
え
て
「
滑
州
悟
眞觀

記
」

「
濱
都
重
建
太
虛觀

記
」「
滎
陽
修
建
黃
籙
大
醮
記
」
の
三
篇
が
多

く
、
十
六
篇
を
收
錄
す
る
。

一
方
で
、
元
刊
本
卷
五
に
相
當
す
る
內
容
は
『
衜
藏
』
本
に
は

一
切
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
內
容
は
順
に
「
論
」
七
篇
、「
門
」
五

篇
、「
銘
」
七
篇
、「
說
」
七
篇
、「
評
」
七
篇
の
計
三
十
三
篇
に

加
え
、
卷
末
に
朱
𧰼
先
に
よ
る
後
序
、
お
よ
び
「
知
常
眞
人
行

實
」
を
收
錄
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
先
行
研
究（

（
（

も
指
摘
す
る
通
り
、『
衜
藏
』
本
と
元
刊

本
の
相
違
點
と
し
て
は
次
の
各
點
が
𦦙
げ
ら
れ
る
。

・�

元
刊
本
「
雨
中
歌
其
三
」
は
下
に
「
僕
自
騷
屑
東
遊
、
竛
竮
宛

輾
、
十
有
餘
年
、
杳
絕
山
陽
。
一
日
表
弟
不
厭
披
榛
、
垂
顧
蓬

蓽
、
就
審
舅
氏
、
兼
庇
玉
屬
無
恙
、
惘
然
猶
疑
夢
閒
。
於
是
亂

道
「
雨
中
花
」
詞
奉
寄
。」
と
序
題
が
あ
る
が
、『
道
藏
』
本
に

は
な
い
。

・�

元
刊
本
「
鵲
橋
仙
其
十
一
贈
大
方
時
在
共
城
」
の
題
が
『
衜

藏
』
本
で
は
「
鵲
橋
仙
其
十
一
贈
大
方
丈
檀
城
」
と
な
っ
て
い

る
。

・�

元
刊
本
「
終
南
縣
梁
家
莊
棲
雲
觀
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で

は
「
終
南
山
棲
雲
觀
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・�

元
刊
本
「
洛
陽
縣
朱
葛
村
棲
雲
觀
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で

は
「
洛
陽
棲
雲
觀
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・�
元
刊
本
「
咸
寧
縣
夏
侯
村
淸
華
觀
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で

は
「
咸
寧
淸
華
觀
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・�

元
刊
本
「
鄢
陵
縣
黃
籙
大
齋
之
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で
は
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「
鄢
陵
黃
籙
大
齋
之
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・�
元
刊
本
「
京
兆
暜
濟
孤
魂
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で
は
「
京

兆
暜
度
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・�

元
刊
本
「
黃
籙
大
齋
薦
父
之
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で
は

「
黃
籙
大
齋
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

・�

元
刊
本
「
屯
莊
南
昌
觀
碑
」
の
題
が
『
衜
藏
』
本
で
は
「
南
昌

觀
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。

〇
テ
キ
ス
ト
の
來歷


元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
は
、
こ
の
本
の
輾
轉
の
由
來

を
記
し
た
章
鈺
（
一
八
六
五
―
一
九
三
七
）
に
よ
る
識
語（

（
（

が
記
さ

れ
た
原
稿
用
紙
が
附
さ
れ
て
い
る
。

元
刊
本
の
來歷

に
係
る
部
分
を
拔粹

し
て
譯
す
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

…
…
一
九
一
二
年
冬
、
元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
の

卷
三
・
四
・
五
が
北
京
の
琉
璃
廠
に
流
れ
て
き
た
。
朙
人

の
墨
書
か
ら
考
え
る
に
、
こ
れ
は
南
京
か
ら
北
京
へ
と
移

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
顧
起
元
『
客
座
贅
語
』
に
、

「
永
樂
辛
丑
（
一
四
二
一
）、
南
內
文
淵
閣
に
所
藏
す
る
書

籍
か
ら
一
部
を
取
っ
て
北
京
へ
送
る
よ
う
敕
が
下
る
。
脩

撰
の
陳
循
は
規
定
の
數
に
從
っ
て
百
櫃
を
選
び
だ
し
、
こ

れ
を
一
艘
の
舟
に
載
せ
て
送
っ
た
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
…
…
朝
天
宮
は
今
の
江
寧

府
學
で
あ
り
、
…
…
明
代
に
朝
天
宮
の
名
と
な
っ
た
。

…
…
朝
天
宮
の
道
士
は
朝
廷
と
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

年
始
に
書
籍
を
進
呈
す
る
な
ど
、
南
都
の
傳
統
を
思
わ
せ

る
。
…
…
仁
和
吳
氏
（
吳
昌
綬
）
が
こ
の
三
卷
の
影
印
を

『
景
刊
宋
金
元
朙
本
詞
四
十
種
』
に
收
入
し
た
。
一
九
一

三
年
夏
至
、
長
洲
の
章
鈺
、
津
門
の
僑
寓
に
て
。

こ
の
本
は
は
じ
め
朝
天
宮
の
藏
書
で
あ
り
、
ま
た
裏
面
の
墨
書

に
よ
る
と
五
卷
本
の
完
本
で
あ
っ
た
が
、
一
四
〇
二
年
正
⺼
、
副

都
南
京
に
進
呈
さ
れ
、
一
四
二
一
年
、
北
京
へ
と
送
ら
れ
る
。
そ

の
後
は
宮
中
に
秘
藏
さ
れ
た
ま
ま
淸
朝
に
も
繼
承
さ
れ
、
し
ば
ら

く
世
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
二
年
に
卷
一
・
二
を

缺
く
形
で
琉
璃
廠
に
流
出
し
、
章
鈺
に
入
手
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。



全
眞
衜
士
姬
志
眞
著
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
つ
い
て

七
八

實
際
に
目
錄
を
確
認
し
て
み
る
と
、
光
緒
末
年
（
一
九
〇
八
年
）

劉
諬
瑞
の
編
纂
と
さ
れ
る
『
內
閣
庫
存
書
目（

（1
（

』
に
は
「
知
常
先
生

雲
山
集 
元
釋
姬
翼
撰 

存
抄
本
卷
三
、
四
、
刻
本
卷
三
、
四
、
五 

存
五
本
」
と
あ
り（

（1
（

、
誤
っ
て
釋
家
と
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
元

刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
と
後
述
す
る
明
鈔
本
の
記
載
が
見
え

る
。
こ
こ
か
ら
、
元
刊
本
は
內
閣
大
庫
に
收
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
恐
ら
く
そ
こ
で
鈔
本
が
（
卷
五
を
除
い
て
）
作
成
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

淸
の
內
閣
大
庫
の
藏
書
を
引
き
繼
い
だ
と
さ
れ
る
の
は
京
師
圖

書
館
で
あ
る
が
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
三
年
頃
、
江
瀚
の
編

集
で
あ
る
『
京
師
圖
書
館
善
本
簡
朙
書
目
』
に
は
「
知
常
先
生
雲

山
集
四
卷 

淸
內
閣
書 

元
衜
士
呂
知
常
撰 

舊
鈔
本 
存
三
之
四
」

と
あ
り（

（1
（

、
こ
の
時
期
旣
に
元
刊
本
は
流
出
し
て
お
り
、
朙
鈔
本
の

み
が
繼
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
章
鈺
は
一
九
一
二
年
冬

に
流
出
し
た
元
刊
本
を
發
見
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
情
報
の
精
確

性
は
高
い
。
ま
た
、
章
鈺
は
流
出
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
或
い

は
自
身
が
內
閣
大
庫
か
ら
持
ち
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
中
華
再
造
善
本
總
目
提
要
』
に
あ
る
汪
桂
海
の
提
要
に
よ
る

と
、
潘
宗
周
（
一
八
六
七
―
一
九
三
九
）
の
『
寶
禮
堂
書
目
』
に

書
名
が
見
え
、
一
九
五
一
年
に
潘
氏
が
藏
書
を
國
家
へ
寄
附
し
、

現
在
で
は
中
國國

家
圖
書
館
の
所
藏
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る（

（1
（

。

實
際
に
『
寶
禮
堂
宋
本
書
錄
』
を
確
認
す
る
と
、「
知
常
先
生

雲
山
集
殘
本　

三
册（

（1
（

」
と
そ
の
書
名
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
國

家
の
手
に
渡
る
直
歬
は
潘
氏
の
所
藏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

藏
書
印
を
確
認
す
る
と
「
北
京
圖
書
館
藏
」
印
が
捺
さ
れ
て
い

る（
（1
（

ほ
か
、「
人
閒
孤
本
」「
侍
兒
文
雲
掌
記
」「
克
文
之
璽
」「
寒
雲

主
人
」「
雲
合
樓
」「
寒
雲
秘
笈
珍
藏
之
印
」
な
ど
の
印
も
捺
さ
れ

て
お
り（

（1
（

、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
袁
克
文
（
一
九
八
〇
―
一
九
三
一
）

の
印
で
あ
る（

（1
（

。

ま
た
、「
悳
启
借
觀
」（
原
表
記
マ
マ
）
の
印
も
確
認
さ
れ
る（

（1
（

。

こ
れ
は
淸
末
の
高
世
異
（
生
卒
年
不
詳
）
の
印
と
思
わ
れ
、「
借

觀
」
と
あ
る
の
で
自
己
の
所
有
物
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一

時
的
に
手
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
章
鈺
か
ら
潘
宗
周
の
手
に
渡
る
ま
で
の
閒
に
袁

克
文
の
手
に
あ
り
、
ま
た
一
時
的
に
高
世
異
の
手
に
も
渡
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
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袁
克
文
は
元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
對
し
て
題
跋
や
刊

記
を
附
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、『
寒
雲
日
記
』
第
一
四
六

頁
に
こ
れ
に
關
す
る
記
事
が
出
て
お
り（

（1
（

、
袁
克
文
は
一
九
一
五
年

八
⺼
初
八
日
に
元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
を
入
手
し
た
よ
う

で
あ
る
。

袁
克
文
か
ら
潘
宗
周
に
至
る
輾
輾
の
過
程
は
不
朙
で
あ
る
が
、

歬
述
し
た
も
の
の
他
に
藏
書
印
が
な
い
こ
と
や
、
元
刊
本
『
知
常

先
生
雲
山
集
』
を
記
載
す
る
目
錄
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
う
多
く

の
人
の
手
に
渡
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

⑷�

朙
鈔
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
殘卷

（
朙
烏
絲
欄
鈔
本
知
常
先

生
雲
山
集
）

朙
鈔
本
の
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
は
北
平
圖
書
館
（
現
中
國國


家
圖
書
館
）
舊藏

で
、
現
在
で
は
臺
灣
に
移
っ
て
お
り
、
臺
灣國


家
圖
書
館
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
て
い
る（

（2
（

。

そ
の
由
來
は
先
ほ
ど
確
認
し
た
通
り
朙
代
に
宮
中
に
入
っ
た
元

刊
本
を
鈔
寫
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
刊
本
が
一
九
一

二
年
に
流
出
し
た
の
に
對
し
、
こ
ち
ら
の
鈔
本
は
京
師
圖
書
館
へ

と
繼
承
さ
れ
、
一
九
二
八
年
の
北
平
圖
書
館
へ
の
改
名
を
經
て
、

現
在
で
は
臺
灣國

家
圖
書
館
の
所
藏
と
な
っ
て
い
る
。
日
中
戰
爭

期
か
ら
國
共
內
戰
期
の
動
き
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
臺
灣

の
手
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
日
中
戰
爭
期
に
米
國
へ
疎
開
し
て

い
た
藏
書
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
そ
れ
ら
の
藏
書
は
國
共
內
戰
後

に
中
華
人
民
共
和
國
で
は
な
く
中
華
民
國
へ
と
﨤
還
さ
れ
た（

（2
（

）。

ち
な
み
に
、
臺
灣國

家
圖
書
館
は
先
述
の
『
京
師
圖
書
館
善
本

簡
朙
書
目
』
の
よ
う
に
書
誌
を
「（
元
）
呂
知
常
撰
」
と
誤
っ
て

記
錄
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
呂
知
常
で
は
な
く
姬
知
常
（
姬
志
眞
）

の
撰
で
あ
る
。

朙
鈔
本
は
卷
三
、
卷
四
が
殘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
內
容
は
お

お
よ
そ
元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
の
卷
三
、
卷
四
と
一
致
し

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
『
衜
藏
』
本
の
系
統
で
は
な
く
元
刊
本
の

系
統
に
あ
る
鈔
本
と
わ
か
る
。
五
卷
本
に
基
づ
き
な
が
ら
も
卷

一
・
二
が
存
在
し
な
い
あ
た
り
、
北
京
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
し
て

そ
れ
ら
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
卷
五
が

寫
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
高
い
思
想
性
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
序
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跋
の
類
は
書
き
こ
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
現
狀
わ

か
ら
な
い
。

界
線
、
罫
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
一
葉
あ
た
り
九
行
の
構
成
で
、

一
行
あ
た
り
の
文
字
數
は
、
詩
文
を
收
錄
す
る
卷
三
は
一
行
十
八

字
で
安
定
し
て
い
る
が
、
碑
文
を
收
錄
す
る
卷
四
で
は
一
定
せ
ず
、

一
行
あ
た
り
二
十
字
歬
後
で
ば
ら
つ
い
て
い
る
。
字
樣
か
ら
も
卷

三
は
丁
寧
な
こ
と
に
比
べ
て
卷
四
は
速
記
を
意
識
し
た
か
の
よ
う

な
感
が
あ
る
。
ま
た
、
元
刊
本
と
『
衜
藏
』
本
で
異
同
が
確
認
さ

れ
た
九
點
は
、
す
べ
て
元
刊
本
と
同
じ
よ
う
に
作
っ
て
い
る
。
元

刊
本
と
異
な
る
点
と
し
て
は
、
巻
四
所
収
の
「
長
春
真
人
成
衜

碑
」
に
お
い
て
一
部
の
記
述
が
歬
後
し
て
お
り
、
欄
外
上
部
に
墨

書
で
そ
の
旨
が
註
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
四
は
全
体
的
に
字

様
が
乱
雑
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
崩
れ
た
字
や
誤
字
な
ど
は
欄
外
に

書
き
な
お
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
本
來
で
あ
れ
ば
そ
の
一
一

を
元
刊
本
及
び
『
衜
藏
』
本
と
校
勘
し
校
勘
記
を
作
成
し
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
囘
は
こ
の
程
度
の
言
及
に
留
め
て
お
く
。

四
、『
雲
山
集
』
成
立
の
經
緯

『
衜
藏
』
本
『
雲
山
集
』
に
は
先
に
裴
憲
の
、
次
に
王
鶚
の
序

が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
は

朱
象
先
に
よ
る
後
序
が
あ
る
。

〇
裴
憲
序
に
つ
い
て

裴
憲
の
序（

（2
（

に
は
、

庚
戌
夏
五
⺼
、
友
人
論
伯
瑜
至
自
相
臺
、
話
舊
之
餘
。
忽

出
『
知
常
先
生
文
集
』
一
編
、
將
以
板
行
垂
世
、
且
索
序
引
。

と
あ
り
、
庚
戌
（
一
二
五
〇
）
五
⺼
に
裴
憲
の
友
人
（
で
あ
り
姬

志
眞
の
衜
友
で
も
あ
る
）
論
伯
瑜
が
相
臺
（
今
の
河
南
省
安
陽
市
）

か
ら
訪
ね
て
き
て
、『
知
常
先
生
文
集
』
一
編
を
取
り
出
し
、
こ

れ
を
出
版
す
る
意
志
を
述
べ
、
そ
の
序
文
を
求
め
て
き
た
ら
し
い
。

ま
た
、
末
尾
に
「
七
⺼
一
日
綠
野
雲
孫
長
安
裴
憲
子
法
引
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
序
は
一
二
五
〇
年
七
⺼
一
日
に
附
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
ら
し
い
。
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〇
王
鶚
序
に
つ
い
て

王
鶚
の
序（

（2
（

に
は

其
賦
・
詩
・
歌
・
論
・
碑
・
記
・
雜
文
、
娓
娓
可
觀
。
號

『
雲
山
集
』。
長
安
裴
憲
子
法
已
叙
之
於
歬
、
其
友
李
君
提

挙
復
求
余
說
綴
於
後
。
余
與
知
常
有
平
昔
之
好
、
嘗
爲
作

『
易
解
』
後
序
、
今
何
辭
焉
。
歲
旃
蒙
赤
奮
若
、
慎
獨
老

人
東
朙
王
鶚
百
一
序
。

と
あ
る
。
歲
旃
蒙
赤
奮
若
と
あ
る
か
ら
こ
れ
は
一
二
六
五
年
の
も

の
で
あ
り
、
裴
憲
の
序
の
段
階
で
は
『
知
常
先
生
文
集
』
と
い
う

書
名
で
あ
っ
た
も
の
を
、
王
鶚
が
『
雲
山
集
』
と
命
名
し
た
と
さ

れ
る
。
ま
た
こ
の
序
文
を
王
鶚
に
求
め
た
の
は
、
提
挙
の
地
位
に

あ
っ
た
「
李
君
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

〇
朱
𧰼
先
後
序
に
つ
い
て

朱
𧰼
先
の
後
序（

（2
（

に
は

嗣
敎
天
遊
眞
人
、
宗
敎
提
點
邢
君
珍
藏
是
書
久
矣
。
不
欲

獨
善
、
命
迎
祥
提
點
李
懷
素
刻
梓
傳
世
。
延
祐
己
未
歲
元

日
、
一
虛
叟
朱
𧰼
先
摻
手
書
于
衜
祖
說
經
之
臺
。

と
あ
る
か
ら
、
延
祐
己
未
歲
（
一
三
一
九
）
元
日
に
朱
𧰼
先
が
終

南
山
に
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
底
本
は
天
遊
眞
人

（
孫
履
衜
、
號
は
天
遊
）
と
宗
敎
提
點
邢
君
（
邢
衜
正
）
が
長
い
閒

保
管
し
て
い
た
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
迎
祥
提
點
（
王
志
謹
の
影
响

下
に
あ
っ
た
京
兆
迎
祥
觀
提
點
の
こ
と
か
）
の
李
懷
素
に
命
じ
て
再

版
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
三
一
九
年
の
再
版
は
一
二
六
五
年
の
出
版
か
ら
實
に
五

十
四
年
經
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
一
三
一
九
年
當

時
、
旣
に
貴
重
な
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
姬
志
眞
の
跡

を
繼
ぐ
者
と
し
て
、
孫
履
衜
・
邢
衜
正
が
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
書

物
を
保
管
す
る
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
。

〇
『
雲
山
集
』
の
成
書
年
代
に
つ
い
て

張
廣
保
「
全
眞
敎
史
家
姬
志
眞
及
元
仁
宗
延
祐
六
年
《
雲
山
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集
》
的
史
料
價
値
」
は
、
姬
志
眞
の
撰
述
と
し
て
現
存
し
な
が
ら
、

『
衜
藏
』
本
・
元
刊
本
『
雲
山
集
』
ど
ち
ら
に
も
收
錄
さ
れ
て
い

な
い
碑
記
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
一
覽
に
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
も
の
が
該
當
す
る
。

・「
創
建
淸
夢
觀
碑
」
中
統
二
年
（
一
二
六
一
）
九
⺼
二
十
三
日

・�「
高
良
太
淸
觀
碑
」
壬
戌
（
中
統
三
年
（
一
二
六
二
））
冬
十
⺼

望
後
三
日

・�「
無
爲
抱
衜
素
德眞

人
夏
公
衜
行
碑
記
」
中
統
四
年
（
一
二
六

三
）
正
⺼

・「
大
元
國寶

峯
觀
記
」
至
元
三
年
（
一
二
六
六
）

・「
大
朝
曲
陽
縣
重
修
眞
君
觀
碑
」
至
元
五
年
（
一
二
六
八
）

張
廣
保
は
こ
れ
ら
碑
記
の
列
挙
と
各
文
章
の
說
朙
に
留
ま
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
う
一
步
踏
み
込
ん
だ
假
說
を
立
て
た
い
。

す
な
わ
ち
、『
雲
山
集
』
は
一
二
六
〇
年
時
點
で
成
立
し
、
そ

れ
以
降
、
王
鶚
が
一
二
六
五
年
に
序
を
附
す
ま
で
増
補
は
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
說
で
あ
る
。

そ
の
證據

と
し
て
、
張
廣
保
が
指
摘
し
た
『
雲
山
集
』
に
收
錄

さ
れ
て
い
な
い
各
種
碑
記
は
す
べ
て
一
二
六
〇
年
（
あ
る
い
は
一

二
六
一
年
）
以
降
に
姬
志
眞
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及

び
、『
雲
山
集
』
が
收
錄
す
る
文
章
の
う
ち
、
年
記
が
確
認
で
き

る
も
の
は
す
べ
て
一
二
六
〇
年
以
歬
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

ま
た
元
刊
本
『
雲
山
集
』
卷
五
の
冐
頭
、「
玄
敎
襲
朙
論
幷
序
」

は
題
の
通
り
姬
志
眞
に
よ
る
序
が
附
さ
れ
て
い
る
。
序
に
は
「
歲

次
庚
申
中
元
日
、
夷
山
知
常
子
姬
志
眞
序
。」
と
あ
り
、
庚
申
（
一

二
六
〇
）
の
中
元
（
舊曆

七
⺼
十
五
日
）
の
も
の
と
わ
か
る
。

假
に
『
雲
山
集
』
が
一
二
六
〇
年
ま
で
に
完
成
し
て
い
た
と
見

る
と
、
こ
の
序
は
編
集
過
程
の
㝡
終
盤
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
弟
子
筋
が
あ
ら
か
た
編
纂
を
終
え
、

㝡
終
的
に
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
『
雲
山
集
』（
當
時
の

題
は
『
知
常
先
生
文
集
』）
の
眼
目
と
な
る
卷
五
冐
頭
に
序
を
求
め

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
雲
山
集
』
の
編
纂
が
姬
志
眞
の
在
世
中
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
朙
ら
か
だ
が
、
さ
ら
に
先
述
の
よ
う
に
姬
志
眞
が
序
を

附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
姬
志
眞
本
人
に
よ
る
監
督
も
大
な
り
小

な
り
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
二
六
〇
年
以
降
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成
立
の
碑
記
に
は
收
錄
漏
れ
が
あ
る
一
方
で
、
反
對
に
一
二
六
〇

年
以
歬
に
成
立
し
た
碑
記
の
う
ち
、『
雲
山
集
』
に
收
錄
漏
れ
が

存
在
し
な
い
（
未
だ
發
見
さ
れ
て
い
な
い
）
こ
と
の
說
朙
に
も
な

り
う
る
。
こ
こ
か
ら
、
成
立
年
不
詳
の
碑
記
に
關
し
て
も
『
雲
山

集
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
一
二
六
〇
年
以
歬
の
撰
述
で

あ
る
と
判
斷
で
き
る
。

元
刊
本
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
碑
記
が
收
め

ら
れ
て
い
る
。（
收
錄
順
、
歬
十
三
篇
は
『
衜
藏
』
本
も
收
錄
、
題
に

異
同
が
あ
る
場
合
は
元
刊
本
の
表
記
に
從
う
）

・「
重
陽
祖
師
開
衜
碑
」

・「
終
南
縣
梁
家
莊
棲
雲
觀
碑
」

・「
洛
陽
縣
朱
葛
村
棲
雲
觀
碑
」
憲
宗
元
年
（
一
二
五
一
）

・「
盤
山
棲
雲
觀
碑
」

・「
高
唐
重
修
慧
冲
衜
觀
碑
」
憲
宗
六
年
（
一
二
五
六
）
五
⺼

・「
長
春
眞
人
成
衜
碑
」

・「
咸
寧
縣
夏
侯
村
淸
華
觀
碑
」

・「
鄢
陵
縣黄

籙
大
齋
之
碑
」

・「
京
兆
暜
濟
孤
魂
碑
」
己
未
（
一
二
五
九
）
冬
十
⺼
以
降

・「
黄
籙
大
齋
薦
父
之
碑
」

・「
屯
莊
南
昌
觀
碑
」

・「
巢
雲
遇
眞
記
」

・「
開
州
神
淸
觀
記
」
憲
宗
七
年
（
一
二
五
七
）
一
⺼
二
十
日

・「
滑
州
悟
眞觀

記
」
憲
宗
七
年
（
一
二
五
七
）
三
⺼

・「
濱
都
重
建
太
虛觀

記
」

・「
滎
陽
修
建
黄
籙
大
醮
記
」
己
未
（
一
二
五
九
）
以
降

こ
の
よ
う
に
、
十
六
篇
中
十
篇
の
成
立
年
代
は
朙
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
こ
れ
ら
も
一
二
六
〇
年
以
歬
の
成
立
の
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
論
の
自
序
が
一
二
六
〇
年
に
附
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
卷
五
部
分
が
一
二
六
〇
年
の
成
立
か
と
い
う
と
、
そ
れ

も
正
確
で
は
な
い
。
一
二
五
〇
年
の
裴
憲
序
に
「
至
於
賦
・
評
・

論
・
記
・
銘
・
叙
・
歌
・
詩
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
二
五
〇
年

の
『
知
常
先
生
文
集
』
時
點
で
旣
に
評
や
論
、
銘
な
ど
の
元
刊
本

卷
五
所
收
の
內
容
も
完
整
さ
れ
て
い
る
か
は
別
に
し
て
、
あ
る
程

度
成
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
一
二
五
〇
年
ま
で
に
論
伯
瑜
の
手
に
よ

り
一
旦
成
立
し
た
『
知
常
先
生
文
集
』
は
、
一
二
五
〇
年
に
裴
憲
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よ
り
序
を
賜
っ
た
の
ち
も
増
補
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
二
六
〇
年
の

時
點
で
完
成
し
、
姬
志
眞
に
よ
っ
て
自
序
が
附
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

一
二
六
五
年
に
王
鶚
に
よ
っ
て
序
と
『
雲
山
集
』
の
名
が
與
え
ら

れ
、
出
版
さ
れ
た
。
以
降
、
時
閒
と
共
に
『
雲
山
集
』
は
貴
重
書

と
な
り
、
一
三
一
九
年
、
孫
履
衜
と
邢
衜
正
に
よ
っ
て
再
版
事
業

が
命
じ
ら
れ
、
李
懷
素
主
導
で
復
刻
が
行
わ
れ
、
朱
𧰼
先
が
序
を

附
し
、
再
版
が
果
た
さ
れ
た
と
言
え
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
未
だ
註
目
度
が
低
い
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
關
し
て
、

そ
の
成
書
年
代
や
流
傳
の
經
緯
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
知
常
先

生
雲
山
集
』
は
單
な
る
稀
覯
本
で
は
な
く
、
元
刊
本
の
卷
五
に
は

豐
富
な
思
想
文
獻
が
收
め
ら
れ
て
お
り
、
從來

史
料
の
不
足
に
よ

り
知
り
難
か
っ
た
十
三
世
紀
中
葉
の
全
眞
敎
思
想
や
王
志
謹
の
敎

說
の
發
展
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
史
料
で
あ

る
。
ま
た
、
卷
五
の
內
容
に
目
を
通
し
た
筆
者
の
所
感
と
し
て
は
、

姬
志
眞
の
敎
說
に
は
朱
子
學
的
な
發
想
や
從來

の
衜
家
衜
敎
系
の

理
論
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
今
後
さ
ら
な
る
硏

究
に
よ
り
全
眞
敎
思
想
史
の
大
き
な
捉
え
直
し
が
期
待
で
き
る
だ

ろ
う
。

な
お
、
瑣
末
な
こ
と
だ
が
、『
雲
山
集
』
に
は
「
論
經
」
と
題

さ
れ
た
詩
と
、「
送
趙
子
真
送
蔵
経
于
朝
廷
」
と
題
さ
れ
た
詩
が

あ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
は
南
宋
の
王
質
『
雪
山
集
』
に
も
ほ
と
ん

ど
同
じ
も
の
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
『
雪
山
集
』
の
編
纂
過
程
に

お
い
て
兩
者
の
混
同
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

註（
1
）　

姬
志
眞
『
知
常
先
生
雲
山
集
（
全
三
册
）（
中
華
再
造
善
本
）』、

北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
2
）　

三
浦
秀
一
「
金
元
の
際
の
全
眞
敎
―
范
玄
通
・
王
棲
雲
か
ら

姬
知
常
へ
―
」『
東
北
大
學
文
學
部
研
究
年
報
』
四
五
、
一
〇
五

―
一
三
五
頁
、
一
九
九
五
年
。

（
3
）　

張
廣
保
「
全
眞
敎
史
家
姬
志
眞
及
元
仁
宗
延
祐
六
年
《
雲
山

集
》
的
史
料
價
値
」『
世
界
宗
敎
硏
究
』
一
七
二
、
九
八
―
一
一

四
頁
、
二
〇
一
八
年
。

（
4
）　

徐
志
根
が
「
本
宗
掌
敎
」
を
務
め
て
い
た
一
二
八
五
年
立
石

の
李
謙
「
崇
寧
葆
光
大
師
衛
公
衜
行
之
碑
」
碑
陰
の
宗
派
圖
（
管

見
の
限
り
現
在
國
內
か
ら
確
認
す
る
方
法
は
存
在
し
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
趙
衛
東
・
王
光
福
『
王
志
謹
學
案
』
一
九
一
頁
な
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ど
で
釋
文
が
確
認
で
き
る
）
に
は
「
棲
雲
門
下
提
點
兼
諸
路
道
敎

提
點
師
棲
眞
大
師
趙
志
恆
」
と
の
記
名
が
見
え
る
。
現
在
確
認
で

き
る
太
古
棲
雲
門
下
と
い
う
呼
稱
の
初
出
は
至
大
三
年
（
一
三
一

〇
）
立
石
の
劉
致
「
追
表
孫
氏
世
系
官
爵
墓
碑
銘
」（
周
大
儒 

修

『
虞
鄕
縣
志
』
卷
十
一
三
八
―
四
一
葉
）
に
あ
る
「
都
提
點
太
古

棲
雲
掌
敎
十
數
餘
年
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

（
5
）　

代
表
的
な
史
料
が
許
有
壬
「
龍
德
宮
記
」（
陳
垣
編
『
衜
家
金

石
略
』（
以
下
『
金
石
略
』）、
文
物
出
版
、
七
八
〇
―
七
八
一
頁
）

で
あ
り
、
郝
大
通
か
ら
王
志
謹
、
姬
志
眞
、
李
志
居
、
徐
志
根
、

孫
履
衜
と
敎
門
が
繼
承
さ
れ
る
樣
子
が
見
え
る
。
ほ
か
に
も
姚
燧

「
天
寳
壇
記
」（
李
修
生 

主
編
『
全
元
文
』
卷
三
〇
七
、
四
七
〇

―
四
七
一
頁
）
や
劉
將
孫
「
汴
梁
路
棲
雲
觀
記
」（『
金
石
略
』
六

四
六
頁
）、
程
巨
夫
「
徐
眞
人
衜
行
碑
」（『
金
石
略
』
七
一
二
―

七
一
三
頁
）、
王
之
綱
「
玉
淸
觀
碑
」（『
金
石
略
』
六
六
四
―
六

六
五
頁
）、
姚
燧
「
重
修
中
太
一
宮
碑
」（『
金
石
略
』
七
二
三
―

七
二
四
頁
）
な
ど
、
幅
廣
い
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
6
）　

姬
志
眞
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
五
三
―
五
四
葉
。

な
お
、『
甘
水
仙
源
錄
』
卷
八
に
ほ
ぼ
同
じ
內
容
の
「
知
常
姬
眞

人
事
蹟
」（『
衜
藏
』
十
九
册
七
九
二
―
七
九
三
頁
）
が
見
え
る
。

（
7
）　

な
お
、
姬
志
眞
は
王
志
謹
と
の
邂
逅
以
歬
、
南
宮
寓
居
の
時

點
で
旣
に
衜
敎
（
全
眞
敎
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
）
に
入
門

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
裴
憲
『
雲
山
集
』
序
に
て
「
先
生
世
本

澤
郡
名
族
、
幼
讀
書
習
儒
業
。
業
成
涉
大
變
、
因
歸
玄
敎
。」
と

あ
り
、
戰
禍
に
遭
っ
て
か
ら
衜
敎
に
歸
依
し
た
こ
と
が
讀
み
取
れ

る
。
ま
た
、
姬
志
眞
『
雲
山
集
』
所
收
の
「
玄
門
」
詩
に
「
身
在

玄
門
四
十
年
」
と
い
う
文
句
が
あ
る
。
本
稿
で
も
指
摘
す
る
通
り
、

『
雲
山
集
』
は
一
二
六
〇
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
る
た
め
、
四
十

年
を
槪
數
と
考
え
て
も
、
少
な
く
と
も
一
二
二
〇
年
歬
後
に
衜
敎

に
身
を
投
じ
た
こ
と
と
な
る
。

（
8
）　

張
廣
保
「
全
眞
敎
史
家
姬
志
眞
及
元
仁
宗
延
祐
六
年
《
雲
山

集
》
的
史
料
價
値
」
な
ど
。

（
9
）　

壬
子
冬
閒
、
殘
本
三
・
四
・
五
、
三
卷
流
轉
都
門
廠
肆
。
以

朙
人
墨
書
一
行
考
之
、
知
此
書
朙
初
先
入
南
京
後
歸
北
京
。
顧
起

元
『
客
座
贅
語
』
云
「
永
樂
辛
丑
勅
南
內
文
淵
閣
所
藏
書
籍
各
取

一
部
送
至
北
京
。
脩
撰
陳
循
如
數檢

得
百
櫃
、
督
一
舟
載
之
。」

此
集
即
百
櫃
中
一
種
。
…
…
朝
天
宮
今
為
江
寧
府
學
。
…
…
逮
朙

及
有
朝
元
宮
之
名
。
…
…
歲
首
進
書
足
備
南
都
雅
。
…
…
仁
和
吳

氏
雙
照
樓
刺
取
『
詞
集
』
影
刊
為
疏
記
大
槩
於
後
。
昭
陽
赤
奮
若

夏
至
節 

長
洲
章
鈺 

津
門
僑
寓
。

（
10
）　

高
橋
智
「
內
閣
庫
存
書
目
に
つ
い
て
―
中
國
版
本
學
資
料
研

究
―
」『
斯
衜
文
庫
論
集
』
第
四
十
六
輯
、
二
七
九
頁
、
二
〇
一

二
年
。

（
11
）　

同
右
、
三
一
六
頁
。

（
12
）　

高
橋
智
「
京
師
圖
書
館
善
本
簡
朙
書
目
・
稿
本
に
つ
い
て
―

中
國
版
本
學
資
料
研
究
―
」『
斯
衜
文
庫
論
集
』
第
四
十
七
輯
、

八
二
頁
、
二
〇
一
三
年
。



全
眞
衜
士
姬
志
眞
著
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
つ
い
て

八
六

（
13
）　
『
中
華
再
造
善
本
総
目
提
要
』
金
元
編
、
国
家
図
書
館
出
版
社
、

一
二
三
一
頁
、
二
〇
一
三
年
。

（
14
）　
『
寶
禮
堂
宋
本
書
錄
』「
元
本
附
」
第
五
・
六
葉
。

（
15
）　

姬
志
眞
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
三
第
一
葉
表
、
卷
五
第
五

五
葉
裏
。

（
16
）　
「
人
閒
孤
本
」
卷
三
第
一
葉
表
、「
侍
兒
文
雲
掌
記
」
卷
三
第

一
葉
表
、「
克
文
之
璽
」
卷
三
第
一
葉
表
、
卷
四
第
一
葉
表
、
卷

五
第
一
葉
表
、「
寒
雲
主
人
」
卷
三
第
一
葉
表
、
卷
四
第
一
葉
表
、

卷
五
第
一
葉
表
、「
雲
合
樓
」
卷
五
第
五
二
葉
裏
、「
寒
雲
秘
笈
珍

藏
之
印
」
卷
五
第
五
五
葉
裏
。

（
17
）　

李
紅
英
編
『
寒
雲
藏
書
題
跋
輯
釋
』
上
卷
「
寒
雲
藏
書
引
鑑
」

二
―
一
五
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
。

（
18
）　

姬
志
眞
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
三
第
四
七
葉
裏
、
卷
四
第

四
〇
葉
裏
、
卷
五
第
五
五
葉
裏
。

（
19
）　

李
紅
英
編
『
寒
雲
藏
書
題
跋
輯
釋
』
下
卷
、
六
二
三
―
六
二

六
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
。

（
20
）　

卷
三
（http://rbook.ncl.edu.tw

/N
CLSearch/Search/

SearchD
etail?item

=ea554dbaa97548f7b567d0259ebc1676
fD

g2O
T

ExN
Q

2&
page=&

w
hereString=&

sourceW
hereS

tring=&
SourceID

=0&
H

asIm
age=

）
卷
四
（http://rbook.

ncl.edu.tw
/N

CLSearch/Search/SearchD
etail?item

=d51c
2d56b9f5449fb62e42e2ed58642bfD

g2O
T

ExN
g2&

page=&
w

hereString=&
sourceW

hereString=&
SourceID

=0&
H

a

sIm
age=

）

（
21
）　

高
橋
智
「
京
師
圖
書
館
善
本
簡
朙
書
目
・
稿
本
に
つ
い
て
―

中
國
版
本
學
資
料
研
究
―
」
二
―
三
頁
。

（
22
）　

姬
志
眞
『
雲
山
集
』『
衜
藏
』
二
五
册
三
六
四
頁
。

（
23
）　

姬
志
眞
『
雲
山
集
』『
衜
藏
』
二
五
册
三
六
四
頁
。

（
24
）　

姬
志
眞
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
五
一
―
五
二
葉
。

（
25
）　

張
廣
保
「
全
眞
敎
史
家
姬
志
眞
及
元
仁
宗
延
祐
六
年
《
雲
山

集
》
的
史
料
價
値
」
一
〇
四
―
一
〇
六
頁
。
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On the Quanzhen Taoist Ji Zhizhen （姬志真）’s  
ZHICHANGXIANSHENG YUNSHANJI （知常先生雲山集）

WAKIYAMA Gō

Ji Zhizhen was a Taoist of the Quanzhen school who was active in 13th-century 
China during the rule of the Jin Dynasty and the Mongol Empire. As the first leader 
of the Hao Datong-Wang Zhijin school, he had great influence in the Henan region. 
His work “YUNSHANJI” is included in “DAOZANG” and is relatively well-known, but 
there is a version not included in “DAOZANG” called “ZHICHANGXIANSHENG 
YUNSHANJI.” This version contains references not found in the “YUNSHANJI” 
included in “DAOZANG” and is of great importance in the history of Taoist 
thought, as its teachings show continuity with Taoism of the Song and Jin 
dynasties and the influence of Zhu Zi studies. Despite its importance, however, it 
has not received much attention in Japan, nor has it been sufficiently studied in 
mainland China. This paper aims to provide bibliographical information on the 
ZHICHANGXIANSHENG YUNSHANJI. It described not only the differences 
between the ZHICHANGXIANSHENG YUNSHANJI and the YUNSHANJI in 
DAOZANG, but also the history of its formation and transmission. The YUNSHANJI 
was first published in 1250 under the name ZHICHANGXIANSHENGWENJI by Lun 
Boyu, a friend of Ji Zhizhen, with an introduction by Pei Xian in 1250. In 1265, 
Wang E gave it a preface and the name “YUNSHANJI”, and it was subsequently 
published. The existing Yuan dynasty edition of ZHICHANGXIANSHENG 
YUNSHANJI was reprinted in 1319 by Sun Lüdao, the fourth leader of the Hao 
Datong-Wang Zhijin school, and his subordinate Xing Daozheng. It was originally 
housed in the Cabinet archive during the Ming and Qing dynasties, and was 
discovered in 1912 and acquired by Zhang Yu. It then passed through the hands of 
Yuan Kewen and Pan Zongzhou before finally being donated to the National Library 
of China in 1951. As a supplementary note, this paper also introduces the existence 
of a previously unknown Ming-abstracted copy of “ZHICHANGXIANSHENG-
YUNSHANJI” in the National Library of Taiwan.




